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FPR1; fMet-Leu-Phe receptor; fMLP receptor; N-formyl peptide receptor; FPR; N-
formylpeptide chemoattractant receptor
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	応用
	抗原情報
	背景
	ホルミルペプチド受容体1（FPR1）ホモサピエンス この遺伝子は、Gタンパク質共役受容体1ファミリーのメンバーである哺乳類食細胞のGタンパク質共役受容体をコードしています。このタンパク質は、微生物による宿主侵入に対する食細胞の応答を媒介し、宿主防御および炎症において重要です。[RefSeq提供、2010年7月],機能：強力な好中球走化性因子であるN-ホルミルメチオニルペプチドに対する高親和性受容体。FMLPが受容体に結合すると、好中球が活性化されます。この反応は、ホスファチジルイノシトールカルシウムセカンドメッセンジャーシステムを活性化するGタンパク質を介して媒介されます。,PTM：リン酸化;脱感作に必要なものである。,類似性:Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属する。,組織特異性:好中球。,
	研究分野
	神経活性リガンド-受容体相互作用;
	画像データ
	

	FPR1抗体を用いたMCF7細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	FPR1抗体を用いたK562細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	FPR1 抗体を使用した COLO205 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。

